
≡美しき空間三
ちゅ駁島くま

杉
鉱
の
不
峰
イみ
作
仲
」
よ
み
が
力え
る

今
帰
仁
御
神
肖
像
画

。
大
賞
作
品

喜
友
名
朝
市
さ
ん

（沖
縄
市
）

七
百
年
前
の
琉
球
王
朝
時
代
に
思
い
を
馳
せ
、
自
分
自
身

の
思
い
浮
か
べ
る

「今
帰
仁
御
神
」
を
描
き
ま
し
た
。
古
か
ら
今
帰
仁
を
見
守
り
続
け
て
き
た
眼
差
し

や
、
か
す
か
に
微
笑
む
口
元
、
そ
し
て
内
面
か
ら
漂
わ
せ
る
、
清
ら
か
さ
、
神
秘
さ

が
皆
さ
ん
の
想
像
す
る
御
神
像
と

一
致
し
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
今
後
、
こ
の
今

帰
仁
御
神
が
今
偏
仁
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
村
の
発
展
に
寄
与
で
き
ま
す
こ
と
を
祈

っ
て
い
ま
す
。

今
帰
仁
村
民
憲
章

一
、
み
ん
な
で
守
ろ
う
　
恵
ま
れ
た

自
然
と
文
化
遺
産
を

一
、
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
　
テつ
る
お
い
と

や
す
ら
ぎ
の
あ
る
村
を

一
、
み
ん
な
で
育
て
よ
う
　
の
び
ゆ
く

力
と
豊
か
な
心

一
、
み
ん
な
で
め
ざ
そ
う
　
健
康
で

希
望
に
満
ち
た
村
を

一
、
み
ん
な
で
築
こ
う
　
平
和
で

明
る
い
活
力
の
あ
る
村
を

A
▼今帰仁村

Naん

ご |

2002年 1]|ン月

316号
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0今帰仁村の人口 男4,784人 (-1)女 4,735人 (+lo)計 9,519人 (+9)世帯数3,423戸 (+5)平 成 14年 1月 31日 現在
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|くQ性あ!本ⅢO作品ずう.り
:■ 1太奮に喜々 名前市せん

伝説の美女

～
!肖 :像画を活用した地域酒!性化に|六 :き 声ょ期待!:!～

維 D表彰蔦●
優
秀
賞

知

念

秀

幸

さ
ん

（沖
縄
市
）

喜
屋
武
千
恵
さ
ん

（南
風
原
町
）

r

▲三賞受賞者が勢ぞろい(左 から喜屋武さん、喜友名さん、知念さん)

伝
説

の
美
女

「今
帰

仁
御
神

（な
き
じ
ん
う

か
み
こ

の
魅
力
を
原
動

力
に
地
域
興
し
を
図
る

う
と
今
帰
仁
村
商
工
会

（会
長

一
宮
城
康
吉
）
が

募
集
し
て
い
た
今
帰
仁

御
神

の
肖
像
画
が
二
月

五
日
に
決
定
し
、
そ
の

表
彰
式
と
祝
賀
会
が
受

賞
者
や
関
係
者
約
百
人

を
集
め
二
月
十
五
日
、
村

コ

ミヽ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
た
。

国

、
村

な
ど

か
ら

の

助
成
を
受

け
、
地
域
振

興
活
性
化
事
業
の

一
環
と
し
て
行

わ
れ
た
今
回

の
肖
像
画
募
集
に

は
、
県
内
外
か
ら
七
十
四
点
の
作

品
の
応
募
が
あ
り
、
栄
え
あ
る
大

賞
に
は
喜
友
名
朝
市
さ
ん
（５４
）
＝

沖
縄
市
の
作
品

（
一
面
掲
載
）
が
選

ば
れ
、
優
秀
賞
に
は
、
知
念
秀
幸
さ

ん
（４９
Ｙ
沖
縄
市
と
喜
屋
武
千
恵
さ

ん
（３２
▼
南
風
原
町
の
二
人
が
選
出

さ
れ
た
。

表
彰
式
で
は
主
催
者
の
宮
城
康

吉
村
商
工
会
長
が

「出
品
者
を
は

じ
め
、
多
く
の
関
係
者
の
理
解
と

協
力
で
今
回
、
伝
説
の
美
女
、
今

帰
仁
御
神
が
誕
生
し
た
。
今
後
は

今
帰
仁
御
神
を
村
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
、
産
業
、
観
光
、
文
化
等
に

広
く
活
用
し
、
村
の
活
性
化
に
つ

な
げ
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の

後
、
黒
島
直
太

・
審
査
会
委
員
長

か
ら
肖
像
画
の
選
考
経
過
と
講
評

が
述
べ
ら
れ
た
。

村
商
工
会

で
は
伝
説

の
美
女

「
今
帰
仁
御
神
」
の
ス
タ
ン
プ
や

商
標
シ
ー
ル
な
ど
を
作
成
し
、
既

存
商
品
の
Ｐ
Ｒ
や
新
商
品
開
発
な

ど
に
取
り
組
み
、
産
業
振
興
を
は

じ
め
と
す
る
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
げ
て
い
く
予
定
。

な
お
、
本
ウ
帰
仁
御
神
肖
像
画
の

各
賞

の
受
賞
作
品
は
次

の
と
お

おいフ。

●
優
秀
賞

%鐘

今帰仁御神 (なきじんうかみlとは…
今帰仁御神 (ま たの名を志慶真乙樽とも言う)と は、今からるよそ七

百年程前の中北山時代、今帰仁城南側の志慶真村 (し げまむら)に住ん

でいた絶世の美女、乙樽 (ウ トゥダル)の ことで、うつとりするほどきれ

いな乙女は、まるで神様みたいな気高さを漂わせていたことから後に

「今帰仁御神」と呼ばれ、そのうわさはたちまち、国中に広がった。

今回、今帰仁村商工会ではこの言い伝えをもとに「琉装で黒髪美人で

あり、優しく気高さを感じる (内画的な美しさを兼ね備えている)女性

像を想定し、広く今帰仁御神肖像画の募集を行つた。
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●
村

長

賞
奥
那
原

一

（宜
野
湾
市
）

０
議

長

賞

●
文
化
協
会
長
賞

異
那
嶺
奈
々

（今
帰
仁
村
）

０
文
化
協
会
長
賞

●
奨

励

賞

与
那
嶺
洋
樹

（今
帰
仁
村
）

●
奨
励
賞

島
　
亜
希
子

（那
覇
市
）

●
教
育
長
賞

一一習Ｐ

ぐ
ど

西
平
守
太

（今
帰
仁
村
）

●
商
工
会
長
賞

松
崎
明
美

（那
覇
市
）

０
社
会
福
祉
協
議
会
長
賞

大
城
敦
子

（糸
満
市
）

●
審
査
員
特
別
賞

大
城
和
美

（今
帰
仁
村
）

ど  (

新
城
晴
子

（那
覇
市
）

知
念
た
つ
こ

（本
部
町
）

。
●
婦
仁
側
神
が
さ
っ
と
く
初
仕
事
″

|

0

1ノ

|

祝
賀
会
で
地
元
の
特
産
物
を
広
′く
紹
介

|盛 ボ

０

受
賞
者
を
は
じ
め
、
多
く
の
関
係
者
を
集
め
た

祝
賀
会
に
は
、
今
帰
仁
の
優
れ
た
地
元
の
産
物
を

広
く
紹
介
し
よ
う
と
地
元
で
取
れ
る
食
材
を
ぶ
ん

だ
ん
に
使

っ
た
料
理
が
所
狭
し
と
並
べ
ら
れ
た
。

特
に
メ
イ
ン
料
理
に
は
Ｂ
Ｓ
Ｄ

（狂
牛
病
）
問

題
の
風
評
被
害
で
深
刻
な
悩
み
を
抱
え
る
地
元
肉

用
牛
生
産
者
を
励
ま
そ
う
と
安
全
で
良
質
な
今
帰

仁
産
和
牛
二
十
キ
ロ
を
用
意
、
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ

や
ビ
ー
フ
シ
チ

ュ
ウ
な
ど
数
種
類
の
品
に
調
理
さ

れ
、
参
加
者
に
ふ
る
ま
わ
れ
た
。

今
後
、
村

の
特
産
物
を
広
く
紹
介
し
て
い
く

「今
帰
仁
御
神
」
に
と

っ
て
、
こ
の
日
は
、
ま
さ
に

絶
好
の
初
仕
事
の
機
会
と
な

っ
た
。

　
　
　
　
　
。

盆 0
と心

マ

村のセールスレディー

として大いに活躍を期待する

今帰仁御神が誕生 した今 日から

が本当の地域興 しのスター ト。今

今帰仁村商工会長  帰仁御神を活用 した村産品のブラ
宮城康吉   ンド化により、他地域 との差別化

を図った商品の PRや新製品開発等を展開 したい。今

後「今帰仁御神」には産業の振興はもとより、村のセ

ールスレディーとして大いに活躍してもらう。

穏やかな表情を浮かべ、やさし

さ、温かさ、心の美 しさがにじみ

今帰仁ホ」長   でた、まさに理想とする「今帰仁
仲里吉徳   御神」の誕生に喜びを感じる。

今後、今帰仁御神が本村の地域づくりの礎として

文化的、社会的、経済的に大きく波及効果が生まれ

ることを期待している。

理想とする「今帰仁御神」
の誕生に喜びを感じる
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第12回  今帰仁村汀、れあい′)ヽ年の翼

ミツ た
―
iI星― 甲  韓―

逹
―

子どt達のいをし1を とした笑痴広がる

雪
国
の
自
然
や
文
化
な
ど
を
体

験
し
、
酒
田
市
の
児
童
ら
と
交
流

を
深
め
る

「第
十
二
回
今
帰
仁
村

ふ
れ
あ

い
少
年

の
翼
」

（山
城
清

光
団
長
＝
村
教
育
長
）
の

一
行
四

十
四
名
が
二
月
六
日
か
ら
四
泊
五

日
の
日
程
で
山
形
県
酒
田
市
な
ど

を
訪
れ
た
。

子
ど
も
達
の
健
や
か
な
成
長
と

村
青
少
年
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
目

的
に
始
ま

っ
た
こ
の
事
業
は
今
年

で
十
二
回
目
を
数
え
、
毎
年
十
二

月
に
は
酒
田
市
の
子
供
た
ち
が
本

村
を
訪
れ
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
相

互
で
続
け
て
い
る
青
少
年
交
流
事

業
は
、
遠
く
離
れ
た

″
北
と
南

″

の
子
ど
も
達
の
友
情
の
絆
を
深
め

て
き
た
。

今
年
も
期
待
を
胸
に
元
気
い
っ

ぱ
い
に
出
発
し
た
本
村
の
子
ど
も

達
は
、
今
帰
仁
に
帰

っ
て
か
ら
も

い
き
い
き
と
し
た
目
の
輝
き
を
失

わ
ず
、
ス
キ
ー
や
雪
合
戦
、
地
元
、

北
平
田
小
学
校
で
の
交
流
な
ど
、

沖
縄
で
は
で
き
な
い
た
く
さ
ん
の

貴
重
な
体
験
が
大
き
な
成
長
の
糧

に
な

っ
た
こ
と
を
印
象
付
け
た
。

広
報
な
き
じ
ん
で
は
、
子
ど
も

達
の
は
じ
め
て
の
雪
体
験
や
交
流

の
様
子
を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

▲ジャンボ機の前で記念撮影

▲初めてのスキーに笑顔がこばれる

■
／
　
十

心

　

イ

1  /

押
:1溜

!

r…
…

Ⅲ



2001年 県高校生国際交流派遣団

▲バリ島の民族芸能を鑑賞し異国の文化を肌で感じた

伝
統
芸
能
に
卓
越
し
た
県
内
の

高
校
生
を
海
外

へ
派
遣
し
、
国
際

性
豊
か
な
人
材
の
育
成
を
目
的
と

す
る
二
〇
〇

一
年
度
沖
縄
県
高
校

生
国
際
文
化
交
流
派
遣
団

（主

催

【
県
教
育
庁
文
化
課
）
に
本
村

か
ら
玉
城
由
里
さ
ん

（北
山
高
二

年
）
と
宮
城
彩
花
さ
ん

（北
山
高

二
年
）
の
二
人
が
選
ば
れ
た
。

五
七
人
の
応
募
者
の
中
か
ら
選

考
さ
れ
た
九
人
は
県
関
係
者
ら
と

と
も
に
、
一
一月
十
日
か
ら
十
六
日

の
日
程
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
バ
リ

島
を
訪
れ
、
琉
球
舞
踊
な
ど
の
公

演
や
国
立
バ
リ
芸
術
学
校

へ
の
体

験
入
学
な
ど
、
踊
り
を
通
し
て
地

元
学
生
ら
と
の
交
流
を
満
喫
し
た
。

初
め
て
訪
れ
た
バ
リ
島
に

「
か

わ
ら
屋
根
の
た
た
ず
ま
い
や
、
教

え
て
も
ら

っ
た
地
元
民
俗
舞
踊
の

動
き
、
音
階
が
沖
縄
に
似
た
雰
囲

気
を
感
じ
た
」
と
話
す
二
人
。
今

回
の
派
遣
を
通
し
て
玉
城
さ
ん
は

ズ
沖
縄
を
）
離
れ
て
初
め
て
、
沖

縄
の
良
さ
に
気
付
く
こ
と
が
で
き

た
し
、
異
文
化

へ
の
興
味
も
持

つ

こ
と
が
で
き
た
」
と
声
を
弾
ま
せ
、

ま
た
、
人
月
に
ア
メ
リ
カ
ヘ
の
留

学
を
予
定
し
て
い
る
宮
城
さ
ん
も

「今
回
の
貴
重
な
体
験
を
活
か
し
、

こ
れ
か
ら
も
沖
縄
の
伝
統
芸
能
の

素
晴
ら
し
さ
を
多
く
の
人
に
伝
え

た
い
」
と
世
界
に
誇
れ
る
沖
縄
の

伝
統
文
化

へ
の
思
い
を
さ
ら
に
強

く
し
た
様
子
。

二
人
と
も
琉
球
舞
踊
歴
は
十
年

以
上
の
キ
ャ
リ
ア
を
も
ち
、
何
に
で

も
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
高

校
二
年
生
。
ア」
れ
か
ら
も
得
意
な
分

野
に
磨
き
を
か
け
、
大
き
く
羽
ば
た

い
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

お
世
肩
静

籐
河
″
挙
優
勝
亀
写
のＪ

第

Λ

口

沖

縄

県

高

被

新

入

駅

伝

夫

書

第
人
回
沖
縄
県
高
校
新
人

駅
伝
競
走
大
会
が

一
月
二
十

四
日
、
今
帰
仁
村
運
動
公
園

を
発
着
点
と
す
る
本
部
町
折

り
返
し
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
た
。

二
十
六
校
が
参
加
し
た
男

子
の
部
は
、
地
元
北
山
高
校

が

三
区

間

で
区

間

賞

全
二

区

・
佐
久
川
佑
、
六
区

・
玉

城
洋

一
郎
）
を
獲
得
す
る
な

ど
、
レ
ー
ス
中
盤
ま
で
ト

ッ
プ
争

い

を
演
じ
る
デ

ッ
ト
ヒ
ー
ト
で
沿
道
を

沸
か
せ
、
一
一位
に
入
る
健
闘
を
見
せ

た
①
一
方
、
女
子
は
主
カ
メ
ン
バ
ー
ら

の
故
障
や
調
整
不
足
等
も
あ

っ
て
、

十
九
位
と
目
標
の
人
位
入
賞
に
届
か

ず
、
次
回
大
会
に
雪
辱
を
誓

っ
て
い

た
。な

お
、
男
子
の
部
は
沖
縄
工
業
が

二
時
間
二
十

一
分
二
十
人
秒
で
大
会

五
連
覇
を
達
成
、
女
子
の
部
は
名
護

高
校
が

一
時
間
二
十

一
分
人
秒
で
初

優
勝
を
飾

っ
た
。

子
ど
も
達
に
ホ

ッ
ケ
ー
競

技

の
楽
し
さ
知

っ
て
も
ら
い

相
互

の
親
睦
を
図
る
う
と
村

教
育
委
員
会

の
主
催
す
る
第

十
七
回
村
少
年
少
女
ホ

ッ
ケ

ー
交
流
大
会
が
二
月
十
七
日
、

村
運
動
公
園
ホ

ッ
ケ
ー
場
で

開
催
さ
れ
た
。

大
会
に
は
村
内

の
小
学
校

か
ら
男
女
人
チ
ー
ム
、
八
十

人
余
り
の
子
ど
も
達
が
参
加

し
て
熱
戦
を
展
開
、
応
援
団

か
ら
の
盛
ん
な
声
援
が
送
ら

れ
る
中
、
子
供
た
ち
は
ス
テ

ィ

ッ
ク
を
操
り
な
が
ら
懸
命

に
ボ
ー
ル
を
追

い
か
け
、
競

技
を
楽
し
ん
だ
。
試
合
は
男

女

の
部
と
も
に
う
ま

い
試
合

運
び
を
見
せ
た
天
底
小
学
校

が
優
勝
し
た
。

，肖
尊

ゆ

と

も

黙

▲公演の合間をぬってショッピ
ングを楽 しむ

▲堂々と谷茶前を披露する宮城さん (左 )

と玉城さん(右 ) "
▲先頭集団でグラン ドを飛びだす

北山高の佐久川大選手 (ゼ ッケン2)

▲応援団の声援の中、各コートで熱戦
が展開された

第17回
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題

華
や
か
に
演
雲
の
つ
ど
い

世
再
遣
産
登
録

一
日
年
を
記
盆
し
て

今
帰
仁
城
跡
世
界
遺
産

登
録

一
周
年
を
記
念
し
た

村
婦
人
会

念
ム
長

中
我
那
覇

ト
シ
子
）
に
よ
る

「演
芸
の

つ
ど
い
」
が
二
月
十
六
日
、

村

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
た
。

つ
ど
い
に
は
村
内
の
各
字
婦
人

会
員
の
ほ
か
、
婦
人
会
Ｏ
Ｂ
、
い

ま
じ
ん
太
鼓
な
ど
の
賛
助
団
体
も

加
え
、
二
十
四
の
演
目
に
総

勢
三
百
五
十
人
余
り
が
出
演

し
た
。

舞
台

で
は
、
か
ぎ

や
で

、
貫
花
、
国
頭
サ
バ
ク
イ

ど
伝
統
芸
能
の
ほ
か
、
フ

ー
ク
ダ

ン
ス
や

コ
ー
ラ

、
演
劇
も
上
演
さ
れ
る
な

、
次
々
と
繰
り
広
げ
ら
れ

華
や
か
で
多
彩
な
演
目
に

場
か
ら
拍
手
と
歓
声
が
沸

た
。

発
表
に
先
立
ち
我
那
覇
ト

子
会
長
は

ズ
ラ
帰
仁
城
跡

世
界
遺
産
登
録

一
周
年
の

喜
び
を
多
く
の
皆
様
と
分
か
ち
あ

え
る
こ
と
に
感
激
し
て
い
ま
す
。
人
フ

日
の
演
芸
の
つ
ど
い
を
村
婦
人
会

を
は
じ
め
村
発
展
の
礎
に
し
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
仲
里
吉
徳
村
長
も

「地
元
の
文
化
遺
産
を
活
用
し
た
地

域
づ
く
り
に
、
い
ち
早
く
手
が
け
た

皆
様
の
活
動
に
敬
意
を
表
す
る
。

今
後
も
会
員
同
士
の
結
び

つ
き
を

強
固
な
も
の
に
し
、
地
域
の
先
導

役
と
し
て
の
活
躍
を
期
待
す
る
」
と

激
励
し
た
。

舞
台
で
は
、
色
彩
豊
な
衣
装
を

身
に
ま
と
い
優
雅
に
舞
う
団
体
の

ほ
か
、
赤
ふ
ん
ど
し
姿
の
衣
装
で

こ
っ
け
い
な
踊
り
を
披
露
す
る
団

体
も
見
ら
れ
る
な
ど
、
満
席
の
会

場
は
大
い
に
応
り
上
が

っ
た
。

●́
=lil   l転

・|― .II

窮猛嵐猶

▲息のあった「貫花」を披露した仲宗根婦大会

の シ  い 会 る ど ス オ な 風

村婦人会

左な 練 …

▲会場を沸かせた与那嶺婦人会による国頭サバクイ

０
　
ヽ
本
子

広報なきじんに

情幸康をお寄せ下きヽ 。ヽ

〒905‐0492
今婦仁村役場「広報なきじん』
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古
く
か
ら
シ
マ
に
伝
わ
る
祭
祀

全
国
の
各
地
有
簡
間
で
紹
介

今
泊
区
に
古
く
か
ら
伝
わ
る

旧
暦

人
月
十

日

の
城

ウ
イ

ミ

（大
拝
み
）
な
ど
の
様
子
を
昨
年

末
、
共
同
通
信
社
が
、
世
界
各

地
に
点
在
す
る
歴
史
的
遺
産

の

風
景

と
そ
れ
を
拠

点

と

し
た

人
々
の
心
模
様
を
描

い
た
シ
リ

ー
ズ

「遺
産
と
の
対
話
」
で
取

り
上
げ
、
全
国
各
地
の
新
聞
で

大
々
的
に
紹
介
し
た
こ
と
か
ら
、

同
区
公
民
館
に
連
日
、
県
内
外

の
村
郷
友
会
や
区
出
身
者
か
ら
、

ふ
る
さ
と
を
懐
か
し
む
感
激

の

電
話
や
掲
載
新
聞
の
切
り
抜
き

が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
。

平
成
十
二
年
に
世
界
遺
産
登

録
さ
れ
た
今
帰
仁
城
跡
は
、
古

く
か
ら
人
々
の
信
仰
の
対
象
に

も
な
っ
て
お
り
、
特
に
祭
事
が
重

な
る
人
月
か
ら
十

一
月
に
か
け

て
は
村
内
外
か
ら
大
勢

の
人
々

で
ご

っ
た
返
す
。
紙
面
で
は
琉
球

王
朝
時
代
か
ら
引
き
継
が
れ
て

き
た
、
祭
祀

の
中
心
的
役
割
を

司
る

「
ノ
ロ
」
の
仲
尾
次

ヨ
シ
ヨ

さ
ん
に
ス
ポ

ッ
ト
を
当
て
、
聖
ユ
穣
、

繁
栄
、
平
和
を
願
う
祈
り
の
様
子

や
聖
地
巡
礼
に
も
似
た

「ナ
キ
ジ

ン
ヌ
ブ
イ

公
フ
帰
仁
上
り
こ

と
称

す
る
神
拝
み
が
紹
介
さ
れ
た
。

今
泊
区
長

の
仲
本
要
さ
ん
は

「グ
ス
ク
を
取
り
巻
く
シ
マ
の
神

聖
な
る
儀
式
が
日
本
を
代
表
す

る
遺
産
と
人
々
の
風
景
と
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
は
大
き
な

誇
り
」
と
感
慨
深
げ
に
語
り
、
同

区

の
書
記
を
務
め
る
上
間
恵
子

さ
ん
も

翌
込
く
離
れ
て
い
て
も
故

郷
に
対
す
る
思

い
は
変
わ
ら
な

い
ん
で
す
ね
」
と
電
話
の
対
応
に

追
わ
れ
な
が
ら
も
う
れ
し
そ
う
に

目
を
細
め
て
い
た
。

▲全国に散らばる字出身者から送られた掲載
新聞に喜ぶ仲本区長 (右 )と 上間書記 (左 )

今泊区

主Ⅲ

務



天
底
小
で
ブ
ラ
ツ
ク
シ
ア
ク
ー

全
児
Ｅ
を
幻
題
的
な
物
語
の
世
界
へ
調
つ

村保育士会

の
作
品
が
演
じ
ら
れ
、
児
童
ら
は

色
鮮
や
か
に
映
し
出
さ
れ
る
幻
想

的
な
物
語
の
光
景
を
目
に
し
な
が

ら
、
や
さ
し
く
語
る
語
リ
ベ
の
話

に
じ
っ
と
耳
を
傾
け
鑑
賞
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
村
内
の
い
く
つ
か

の
小
学
校
や
文
化
祭
な
ど
で
公
演

し
、
好
評
を
得
た
ブ
ラ
ッ
ク
シ
ア

タ
ー
は
、
使
わ
れ
る
大
道
具
や
小

物

の
全

て
を

メ
ン
バ
ー
が
自
作

し
、
作
品
の
も
つ
よ
さ
を
伝
え
て

き
た
。

主
催
し
た
村
保
育
士
会
会
長
の

島
袋
る
み
こ
さ
ん
は

「多
く
の
子

供
た
ち
に
舞
台
を
通
し
て
夢
や
感

動
を
与
え
、
手
作
り
の
良
さ
を
伝

え
た
い
」
と
そ
の
思
い
を
語

っ
た
。

ま
た
、
子
供

た

ち

に

人

気

の

マ

ン゙

ッ
ク

シ

ョ
ー
で
は
、

音

楽

に

あ

わ

せ

繰

り

出

す

様

々

な

仕

掛

け

に

歓

声

を

あ

げ

な

が

ら

喜
ん
で
い
た
。

心
豊
か
な
子
供
た
ち
を

育
も
う
と
村
立
保
育
所
の

保
育
士
ら
で
構
成
す

る

「村
保
育
士
会
」
主
催
の
ブ

ラ

ッ
ク

シ

ア

タ

ー

と

マ
ジ

ッ
ク

（手
品
）
の
鑑
賞
会
が

二
月
十
六
日
、
天
底
小
学

校
で
開
催
さ
れ
た
。

ブ
ラ

ッ
ク
シ
ア
タ
ー
と

は
、
ブ
ラ

ッ
ク
ラ
イ
ト
と

呼
ば
れ
る
特
殊
な
ラ
イ
ト

を
使

い
、
物
語
に
あ
わ
せ

て
暗
闇
に
絵
や
物
体
な
ど

を

浮

か
び

上

が

ら

せ
る

「動
く
紙
芝
居
」
の
こ
と
。

こ
の
日
は

「大
白
鳥

の

空
」
と
冠

さ
き
山
」
の
二
本

▲児童らの目を釘付けにしたブラックシアター
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暖
か
い
沖
縄
で
歴
史
や
文
化
を

体
験
し
な
が
ら
地
元
村
民
と
の
交

流
を
進
め
る

「第
二
十
五
回
リ
ゾ

ー
ト
大
学
沖
縄

・
酒
田
村
」
の

一

行
十
六
人
が

一
月
二
十
八
日
、
今

帰
仁
村
を
訪
れ
た
。

ウ
チ
ナ
ー
樹
理
に
挑
戦
＝

体
験

・
交
流
と
お
し
て
今
婦
仁
滴
隈

一
九
七
八
年

か
ら
始
ま

っ
た

「リ
ゾ
ー
ト
大
学
沖
縄

・
酒
田
村
」

に
は
、
こ
れ
ま
で
千
三
百
人
余
り

が
来
村
す
る
な
ど
、
息
の
長
い
交

流
を
続
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
日
は
早
速
、
与
那
嶺
公
民

館
で
ゴ
ー
ヤ
ー
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
や

フ
ー
チ
バ
ー
ジ

ュ
ー
シ
ー
な
ど
の

琉
球
料
理
つ
く
り
に
挑
戦
、
午
後

か
ら
は
今
帰
仁
城
跡
や
今
泊
の
集

落
を
ゆ
っ
た
り
と
散
策
し
た
。
そ

の
後
、
今
泊
公
民
館
で
区
民
と
の

一呻脚一

交
流
会
が
行
わ
れ
、
酒
田
の
郷

土
料
理

「芋
煮
汁
」
が
ふ
る
ま

わ
れ
る
中
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
歌
や
踊
り
を
披
露
し
あ

い
楽

し
ん
だ
。

団
長

の
阿
部
勇
作

さ
ん

は

「今
帰
仁
の
自
然
や
歴
史
、
文
化

に
存
分
に
触
れ
満
足
し
て
い
る
、

皆
さ
ん
と
過
ご
し
た
楽
し
い
ひ

と
時
を
生
涯
忘
れ
る
こ
と
の
な

い
思

い
出
と
し
て
持
ち
帰
り
た

い
」
と
感
激
し
て
い
た
。

自
慢
の
出
い
も
器
い
あ
つ

旧
正
日
名
物
の

「
越
地
山
い
彰
路
負
」
に
ご
わ
ラ

交
流
に
継
が
れ
ば
」
と
話
し
、

喜
び
の
笑
顔
を
見
せ
た
。

れ の る 会 を 山
｀
二 司 ⌒ 競 い 一

年
間
丹
精
込
め
て
育

て
た

も
を
収
穫

し
、
そ
の
重
量

い
合
う
越
地
山

い
も
友

の

会
長

中
上
間
吉
夫
）
に
よ

山

い
も
勝
負
」
が
旧
正
月

月
十
二
日
、
同
区

で
行
わ

一
株
か
ら
二
十
九

・
八
キ

口
収
穫

し
た
上
間
正
秀
さ
ん

（越
地
五
六
七
）
が
二
年
連
続
で

優
勝
し
た
。
今
年
で
二
回
目
を

迎
え
、
今
で
は
す

っ
か
り
同
区

旧
正
月

の
風
物
詩

と
な

っ
た

「山
い
も
勝
負
」
に
は
遠
く
中
南

部
か
ら
郷
友
会

の
メ
ン
バ
ー
も

参

加

し

て
大

い
に
賑

わ

い
、

年
々
増
え
る
参
加
者
に
会
長

の

上
間
吉
夫
さ
ん
も

「区
民
の
融

和
と
遠
く
離
れ
た
郷
友
会
と
の

▲初めてのウチナー料理、お味はいかが ?

越地区

▲「掘ってみないとわからないところがおもしろい」
と笑顔で話す参加者達
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…服
―
廃棄物最

―終無1分場建設|について
～平成 20年度供用目指し場所選定に入る～

環境問題は、行政の大きな課題となっています。廃棄物は年々増加の一途をたどり、ごみ質も多様化して

おります。両町村には現在、管理型の一般廃棄物最終処分場がないため、不燃ごみを今帰仁村の既設の最終

処分場 (安定型)で農業用廃プラスチック等 (産業廃棄物)も 一緒に処理するなど、多くの問題を抱えています。

このような問題を早急に解決するために、本部町今帰仁村清掃施設組合では、両町村内のごみを適正に処

理する最新の設備を備えた一般廃棄物最終処分場の建設を平成 17年度事業として計画しています。

平成20年度供用開始に向けて、用地選定委員会を設置し、場所の選定作業に取り組んでいるところです。

新しい施設は二重の遮水ゴムシートを敷き地下水の汚染防止を図り、埋立地からの浸出水も高度な水処理施

設により、きれいな水に浄化するなど環境に配慮した施設となり、埋立終了後には跡地利用も計画された施

設になります。

今後とも住み良い環境づくりに努力してまいりますので、住民のみなさまのご理解とご協力をお願いいた

します。

本部町今帰仁村清掃施設組合

管理者 仲榮員 盛 順

,魏 |111打 II‖ |,''常 (福岡県・今津埋立場運動公園)

埋め立て期間は昭和 50年～平成 11年。

跡地利用 として運動公園を整備 し、供用

開始されている。

Ⅲ管|サ騨 尊Ⅲ転 1鮮 県・醜 麟 行蠅 鶴 翻 勃

平成 12年 4月 か ら供用開始

最新式の二重シー トに真空管理で漏水を検地 し地下水の

汚染を未然に防 く
゛
。

踏惑え鰯蕃掛鞠継雄が惑搬攻奪露
郵便局では、簡易保険の加入者から振り込まれた保険料を「確実」かつ

「有利なJ方法で運用していくために「公共の利益」となる地方債 (地方公

共団体が大規模な公共工事を行う場合の借入金)な どに融資され、道路

や公園など住民福祉の増進につながる公共施設の建設に役立てています。

今帰仁村には平成12年度中、今帰仁小学校体育館新築工事などに約 1億
7000万円の簡保資金が融資されました。

郵便局斡簡保資金簸

▲平成12年度に簡保資金の融資を受け完成
した今帰仁小体育館
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ぷ
尊
運
動
機
窒

膝

・
腰

の
痛
み
で
お
悩
み
の
方

を
対
象
に
今
年
度
も
水
中
運
動
教

室
を
開
催
し
ま
し
た
。

膝

・
腰

の
痛
み
の
原
因
は
様
々

で
す
が
生
活
習
慣
を
見
直

し
、
適

度
な
運
動
を
続
け
る
こ
と
で
軽
減

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

今
回
の
教
室

の
中

で
は
、
水
中

運
動

の
み
で
な
く
、
体
カ
チ

ェ
ッ

ク
、
栄
養
士
に
よ
る
食
生
活

へ
の

個
別

ア
ド
バ
イ
ス
、
理
学
療
法
士

に
よ
る
体
操
な
ど
生
活
習
慣
を
見

直
せ
る
よ
う
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
し

ま
し
た
。
ま
た
、
毎
月
具
体
的
な

目
標
を
立
て
て
も
ら

い
、
実
践
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
し
た
。

水
中
運
動
に

興

味

の

あ

る

方
、
積
極
的
に

膝

・
腰

の
痛
み

軽

減

し

た

い

方
、
多
く
の
参

加
申
し
込
み
が

あ

り

ま

し

た

。

約

人

ヵ
月

間

、

孜
室

に
参
加

し

た
皆

さ
ん

か
ら

は
、
「最
初
水
着
に
抵
抗
が
あ

っ
た

が
今
は
楽
し
い
疋

「参
加
し
て
よ

か

っ
た
己

「
こ
れ
か
ら
も
続
け
て

い
き
た
い
己

な
ど
の
沢
山
の
感
想

を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
体
に
も

変
化
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

，

脅

ィ

一

水
中
運
動
や
体
操
は
、
続
け
る

こ
と
で
効
果
が
出
て
き
ま
す
。

水
中
運
動
教
室
に
参
加
し
た
皆

さ
ん
、
無
理
は
せ
ず
、
自
分

の
ペ

ー
ス
で
楽
し
み
な
が
ら
水
中
運
動

を
ぜ
ひ
続
け
て
く
だ
さ
い
！

今
年
度

の
水
中
運
動
教
室

は
、

二
月
で
終
了
し
ま
し
た
が
、
次
年

度
も
開
催
予
定
し
て
い
ま
す
。
村

広
報
、
ポ
ス
タ
ー
等
で
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

終
了
す
る
す∫

|

▲水 運動を楽しむ参加者

▲講師の話に真剣な表情を浮かべるみなさん

▲負荷心電図テストを実施

た膝
体
体
よ
気
ス

・体重が以前より減った。

などなど。

明るい選挙推進協議会
1移す宇社再√lrl l■  士||

任期 H.13.11.17～ H,15,11.18ま で

村民に選挙の意義やしくみを正しく理解させ、

正しい選挙の実現に向けた啓発活動等を行う「今

帰仁村明るい選挙推進協議会」の委員の改選がこ

のほど行われ、新しい体制が決まりました。

根

泊

山
川

天
嶺

根

地

城
次

を不
　　　　
　　　　
　　　
煎加
′と，本

仲

今

崎

湧

運
与

仲

越

玉
兼

尚

一
子
子

子

子
潤
邦

也
枝

佐

み

美

る
　

良

一
民

山

問
井

山
原

城

久
　
　

慶

渡

上
嶺
瑞

上
玉

会 長 大 城

副会長 親 川 恵

委 員 喜屋武 加代

嘉 陽 セツ

縞萎荼場拝
特望の党威孝

iE再刊蒼狩騨断:

今
帰
仁
村
営
葬
祭
場
に
こ

の
ほ
ど
、
二
百
人
余
り
が
待

機
可
能
な
屋
根
付
き
待
機
所

が
完
成
し
た
。
Ｈ
（写
真
）

こ
れ
は
葬
儀
の
際
、
場
外

で
待
機
す
る
参
列
者
が
、
炎

天
下
や
雨
天
時
の
た
び
に
不

快
感
を
強
い
ら
れ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
そ
の
解
消
を
図
ろ

う
と
整
備
さ
れ
た
も
の
。

完
成
に
あ
た

っ
て
仲
里
吉

徳
村
長
は

「今
回
の
整
備
で

焼
香
す
る
参
列
者
の
快
適
さ

が
確
保
さ
れ
、
テ
ン
ト
設
営

な
ど
行

っ
て
い
た
遺
族
ら
の

負
担
軽
減
に
も

つ
な
が
る
」

と
完
成
を
喜
ん
だ
。

tiギ|!
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全国の人に今帰仁の甘～いスイカを味わってもら

おうと」Aや んばる今帰仁支所のハウススイカ生産

部会 (部会長 :島袋資高)の代表6人が県、村、」Aの

関係者らとともに1月 26、 27の両日、東京、横浜のデパ

ートや量販店を訪れ「今帰仁スイカの販売促進キャン

ペーン」を展開した。=(写真)

本村のスイカは平成12年に県から拠点産地に認定

されるなど、味、品質ともに折り紙つき、特にクリ

スマスからお正月にかけての冬期早出し「今帰仁スイ

カ」は全国にその名が知れ渡るほど評判が良い。部会

長の島袋さんも「冬場にこれだけ糖度の高いスイカを

出せるのは今帰仁だけJと 品質の良さに絶対の自信を

もち、売り場となったフロアーでは部会員らが三線

で琉球民謡を奏でながら、自慢の今帰仁スイカをピ

ーアールした。

回
堀
ら
が
東
週
箆
釜
宰
添

今
年
四
月
に
″
新

一
年
生

″

と
な
る
兼
次
幼
稚
園
（金
城
小
夜

子
園
長
）
の
園
児
十
六
人
を
対
象

に
し
た
交
通
安
全
、
防
犯
教
室

（主
催

一
今
帰
仁
交
番
）
が
二
月

十
五
日
、
同
園
で
行
わ
れ
た
。

こ
の
日
は
、
お
ま
わ
り
さ
ん
が

絵
本
な
ど
を
使

っ
て
交
通
安
全

や
防
犯
に
つ
い
て
の
心
が
ま
え

を
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
と
、

園
児
た
ち
は

「交
通
安
全
は
必
ず
守

る
こ
と
。」
「知
ら
な
い
人
に
は
絶
対

に
つ
い
て
い
か
な
い
こ
と
。
」
を
大

き
な
声
で
約
束
、
鉛
筆
や
反
射
テ

ー
プ
な
ど
の
入

っ
た
安
全
グ

ッ
ツ

が
全
員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
。

ま
た
、
本
物
の
白
バ
イ
や
パ
ト

カ
ー
ヘ
の
試
乗
体
験
も
あ
り
、
園

児
ら
は
得
意
げ
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴

ら
し
た
り
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
と
制
服

で
身
を
包
み
白
バ
イ
に
ま
た
が
る

な
ど
、
満
足
そ
う
な
笑
顔
を
浮
か

べ
、
お
ま
わ
り
さ
ん
と
の
触
れ
合

い
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
ん
だ
。

白
パ
イ
や
パ
ト
カ
ー
の
燕
車
体
験
も

や制服を身につけ、気分はすっ
隊員

▲ヘル

かり

ト

イ
ツ
バ

メ

白

Ｂ
■
■
■informatio― n く らしの ),I

今帰仁村民劇 風 雲 北 山城
◎2002年 3月 21日 (本)◎午後5:30開場 6:00開演 ◎今帰仁村コミュニティセンター

.◆脚本 真喜志 康忠 ◆編集今帰仁村民劇団。北山会 ◆演出 親泊 芳子
―◆出演は各字の芝居者や演芸好きのお隣さんです。当日をお楽しみに。

主
対
民

に
な

る
村

民

の
た
め

の

捧
テ
と
言
で
す
。
キ
ャ
る
ト

一は
も
ち
る
ん
、
ス
タ
ッ
フ
な

一ゼ
も
す
べ
て
ン
マ
ン
チ
ュ
。こ  干

り

せほ

か

ら

‐■ :「
下 れホit

，
一
一
　

一
Ｆ

瑚駆
善

五

百

ら

し

ク

を
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平成 14年の4月から
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が変わります !

1 国民年金保険料の納付先が変わります。

平成 14年4月 分からは、役場や各字で保険料を納められなく

なります。

国座振替の手続きをしていない方は、直接金融機関 (農協、銀

行、郵便局等)の窓口で納付することになります。

そこで、便利で納め忘れのなしヽ国座振替をお勧めします。

2 国民年金保険料納付書 は国から直接送られます。

現在役場から納付書が送付されていますが、平成14年4月分

の納付書からは国 (社会保険庁)からこ自宅へ送付します。

(9

咽

一ヽい
r,

| ″ フヽヾ
「 ラFil.I・

デ
一

ヽ
ゃ
。

Ｌ

」
♂

ギ́

村役場住民課年金係 金56⊇ 101(内線 ]16)

国民年金保険料のお支払いは、

納め忘れのない

“口座振替"が一番です。

国民年金保険料は

口座振督ョ′

納め忘れが
ないネ/

※口座振替依頼書は各字公民館にもあります。

怪 切 出r■

Φ4,329
Φ604円
効力発生日平成13年 10月 1日

最低賃金に関するお問い合わせ

辛中縄労l動局賃金室 (098)868-3421
名護労働基準監督暑 522691

最
低
賃
盆

■

当院では、厚生労働省の「医薬分業J方 針により、4月 1

日より原則として外来処方せんは「院外処方Jと なります。

患者の皆様方には、薬の待ち時間の解消や「かかりつけ薬

局Jに て薬歴をつけることにより薬の副作用、重複、相互

作用のチェックで薬を道正に使用できること等「医薬分業」

の主旨をご理解いただき、ご協力をお願い中し上げます。

1  県立北部病院長
も 鶏

角

壇

―
こ:こ尋

嵯多はと早議卜に
平成 13年度分の確定申告は

3月 15日 (金 )まで
この社会あなたの税が生きている

村役 場税務課

申

嵐山ゴルフ倶楽部
今帰仁村民デーのこ案内

村民以外の方

平日 (毎 週木曜日、ユ兄祭日を除く)お一人様 9,500円 (税 別)

日曜・祝祭日 (毎 月 1日 限定)  お一人様 12,000円 (税別)

利用日につきましては、下記の日程を御参照下さい。

=型
l?午 と―延空里堡;ヱイΞ聖翌

)

瑶撻驚鍵森
―
李義、舞懲朗ド

-2002年 1月 よリスタートー

対

料

象

金

く同伴者料金)

♯
¨

ェ||れ 装i:税 11塗

“

籠|・ |

3月

4月

6月

し申 込 み 方法〉・(

お一人様 9,000円 (税 別)

お一人様 10,000円 (税別)

現住所が村内に在する方。

平日 (毎週木曜日、祝祭日除く)

日曜・祝祭日 (毎 月 1日 限定)



3月 /弥生

金1
2

4
5
6
7
8
9

土

O県立北 山高校 卒業式
○村  県民税 申告 (天底  9110～ 1&00)
○固定 資産税課税 台帳縦覧 (20日 まで )

Oお もち ゃ図書館 (9110～ 12Ю O コ ミセ ン)

○健康相談  ○ゆい ま―る事業 (与那嶺 )

○村  県民税 申告 (渡喜仁  9 ЮO～ ■ 30)
(勢理客  13お 0～ 1600)

○区長会 (14100～ 2階会議室 )

22金
23土

25月
26火
27水
28木
29金
30土
31'隠

○天底小 学校 卒業式
○世界遺産登録記念 今帰仁村民劇 「風雲北 山城 J

O春分の 日   (コ ミセ ン 開場 530 開演 6 ЮO)

○ ピアママ教室 (13i30～  保健 セ ンター )

○兼次小学校卒業式

○ お もち ゃ図書館 (9:00～ 1多00 コ ミセ ン)

O健康相談 (9:00～ 12:00 保健センター)

〇農業委員総会

○ リハ ビ リ

○村立保育所 卒国式

月

火

金

1:0日

11月

12火
13水
14木
15金
16土
17日
18月
19火
20水

Oリ ハビリ
○村 県民税

い ま― る事業 (運天 )

水
9:00～
13:30´ ―

○ゆい ま― る事業 (仲尾次 )

木 ○函科相談 (13Ю O～  保健 セ ンター )

○村・県民税 申告 (古宇利  lα 00～ la30)
○ゆい ま―る事業 (渡喜仁 )

○健康相談 (9 ЮO～ lZ00 保健 セ ンター )

○ゆい ま― る事業 (諸志 )

○リハビリ
○ゆいま―る事業 (呉我山)

O離予L食実ど (1翫 30～ 保健 セ ンター )

○定例教育 委員会

○兼次中学校 今帰仁中学校卒業式
Oゆいま―る事業 (今泊)

○お もち ゃ図書館 (900～ 1200 コ ミセ ン)

Oセ リ市 (10,30～  セ リ市場 )○湧川小 中学校卒業式

O古宇利小 中学校卒業式

○健康相談 (9:00～ 1参00 保健 セ ンター )

○県立高校合格 発表

Oゆ
申告

土
○小学生 ム ラ シマ講座 (1000～ 歴 史文化 セ ンター )

○デイケア

○ リハビリ

○ お もちゃ図書館 (9:00～ 1多00 コ ミセ ン)

4
1
2
3 ○ ゆい ま― る事業 (与那嶺 )

4
5
6

月

火
○健康相談 (900～ 1多00 保健 セ ンター )

水

木

金

○ゆい ま― る事業 (古宇利 ) 7
8

土

日

月

○ 区長会 (14:00～  2階 会議室 )

○ ゆい ま―る事業 (仲 尾次 )

○兼次 中学校  湧川小 中学校  古宇利小 中学校 入学式
○お もち ゃ図書館 (9:00～ 1多00 コ ミセ ン)

00～ 2 階会議室 )

人権相談 (1(100～ 1600 コミセン)

平成14年4月よりて至)(う)がC])
(2 2

本 庁 舎 (三 階 ) 王階 )

しく わりますと

■窓□業務部門

戸籍Ⅲ税務Ⅲ年金Ⅲ

国保年介護
を本庁舎 1階に

集中配置

入
□

入
ロ

トイレ 第 2会議 室

蒻 算 至
~だ 済 課

農 棠
委 員 会
部 F,

経 済 課 ‐
~回

娠 梨 課
総 務 課

応 サ妻室

議 場

議 会 事 務 局

トイレ 宿 直 室

第 7会議 楽
~

住 民 課 /案 F)ぐ

テ防 課
福 イ望と。案

摺 談 室

出 納 室

き 庫

建 設 課

建 設 課
フk道部門

rヽ

rヽ

f｀

業


